





































年 1 月 22 日に、第五福竜丸は 23 人を
乗せてマグロ漁のために焼津港から出発










































被爆してから 3 月 14 日に焼津に帰還するまでの 2 週間、深刻な症状に見
舞われながらも、乗組員の命を守るために、発信しないという久保山の苦し
い決断も、後世に語り継がれるべきである。3 月 14 日に焼津に帰った彼を
妻と 3 人の娘が待っていた。彼の病状は 8 月になって悪化し、「原水爆の被








































































この CD に添えられた説明によれば、旧ソ連では、1949 年 8 月 29 日以
後、700回以上の核実験が行われた。そのうちの約500回がカザフスタンで、
そしてその 9 割がセミパラチンスク（現セメイ市）の核実験場で行われた。
1991 年 8 月 29 日に核実験場が閉鎖されるまでに秘密裏に 450 回以上の核

































































































4．パール・バック『つなみ－ The Big Wave―』












































































されている作者不詳の詩 “A THOUSAND WINDS” を見せてくれたという。
そして南風は 1990 年にそれを日本語に訳し、そして 1995 年に上記の本と
して出版した。この本の最後には次の原詩も添えられている。
A THOUSAND WINDS
Do not stand at my grave and weep,
I am not there, I do not sleep.
I am a thousand winds that blow;
I am the diamond glints on snow.
I am the sunlight on ripened grain;
I am the gentle autumn’s rain.
When you awake in the morning hush,
I am the swift uplifting rush
Of quiet in circled flight.
I am the soft star that shines at night.
Do not stand at my grave and cry.
I am not there; I did not die.
人間は命ある者として自然の一部であり、自然の恵みを受けて生きてい
る。しかし自然の猛威に苦しみ、自らの自然破壊行為によっても苦しむ。上
記の五作品から、人間と自然は分かちがたいことが感じられる。人間は死
後、森羅万象に姿を変えて存在し続けるという考えも、宗教の枠を超えて多
くの人々の共感をよんでいる。人間の苦難と悲嘆が、国境も時代も超えて通
じ合うことを実感できるようになった今、時間と空間、人間と自然、そして
生と死のそれぞれの境を超越する関係性について、さらに考えていきたい。
そしてあやまちを繰り返すたびに知る空の青さが続くことを願う。
